
中学年分科会 単元名「感動を伝えよう～ぼく・わたしの『ごんぎつね』」（仮）「感想を比べて読もう『ごんぎつね』」（全１２時間）単元構造  

        学習材「ごんぎつね」 
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単
元
の
学
習
課
題
：「
自
分
の
感
想
」
は
ど
こ
か
ら
感
じ
た
の
か
、
ご
ん
や
兵
十
の
気
持
ち
の
変
化
を
伝
え
合
っ
て
考
え
を
深
め
よ
う
。（
仮
） 

ねらい：中心人物の言動と場面の描写に着目して読み、作品の初読後の 
感想の理由や根拠を明確にして交流することで、新たな発見や 
深まりを感じる読みにつなげる。 

出合う 親しむ 

評価 

規準                          

指導に生かす評価 

（形成的評価） 

具体的な姿 

生かす 

知・技（２）イ 
思・判・表 C（１）エ、オ 

主体的 

１、２出合い・課題設定 
物語を読み、感想を基
に学習課題を考え、学
習の見通しをもつ。

①範読を聞き、物語の大
体を捉える。 

②初発の感想と、そう感
じた根拠を書く。 
（心に残った・みんな

で考えたい・気に入っ
た表現） 

③難解語句について知

る。 
④初発の感想を交流す
る。 

⑤学習課題と学習計画を
立て、単元名を考える。 

（１）言葉オ 語彙 様子や行動、気持ちや性格を表す語句 

○心情を表す様々な表現があることやそれらに着目して読むことにより人物の心情をより深く想像できること。 
  ひとりぼっち いたずら つぐない 引き合わない 
○色彩表現、音響表現、複合語が作品にもたらす効果に着目して心情を捉えること。 

（１）言葉カ 文や文章 指示する語句と接続する語句の役割 
〇位置関係を表す語句について気付き、位置関係、相互関係を把握すること。 
（２）情報ア 情報と情報の関係 考えと理由や事例 

○考えがどのような理由や事例によって支えられているかを吟味すること。 
  ひとりぼっちの小ぎつね おれと同じひとりぼっちの兵十 
（２）情報イ 情報の整理 必要な語句などの書き留め方 

○情報を集めたり発信したりする場合に落としてはいけない語句を書き留めること。 

（１）オ 語彙 性質や役割による語句のまとまり 
〇動きや様子、主述関係、修飾関係が読み取れることを理解し、活用する
こと。 

 
（２）ア 情報と情報の関係 考えと理由や事例 
○考えがどのような理由や事例によって支えられているかを吟味するこ

と。 
 
（２）イ 情報の整理 比較や分類の仕方 

○複数の情報（語句や叙述）を比べたり共通の性質（意見の異同）で分け
たりして整理すること。 

 

児
童
の
意
識 

学
習
活
動 

評
価 

知
識
・
技
能 

単
元
終
了
後
の
日
常
生
活
に
お
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

① 

語
句
や
表
現
の
工
夫
に
着
目
し
、
様
子
を
具
体
的
に
想
像
し
な
が
ら
物
語
を
読
ん
で
い
る
。 

② 

作
品
に
対
し
て
、
様
々
な
考
え
方
や
感
じ
方
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
互
い
に
意
見
を
交
流
し
な
が
ら
読
も
う
と
す
る
。 

③ 

気
持
ち
や
性
格
、
様
子
を
表
す
言
葉
の
語
彙
を
増
や
し
、
自
分
が
表
現
す
る
と
き
に
も
使
お
う
と
す
る
。 

思・判・表「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変

わりと結び付けて具体的に想像している。C（１）エ 
「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもって 
いる。Ｃ（１）オ 

〇学習の見通しをもち、計画や学習
課題を積極的に考えたり作成し
たりしようとしている。 

 

〇自分の感想の根拠

となる叙述や言葉
に気付いている。 

知情報と情報の関係付け

の仕方、図などによる

語句と語句の関係の表

し方を理解し使ってい

る（２）イ 

 
〇色彩表現や音響表現、複合語が作品に与えている

影響に気付いたり、指示語がごんと兵十の位置関
係を示していることに気付いたりしている。 

 

〇ごんの独白に着目し、ご
んの思い込みからつぐ
ないを始めていること
に気付いている。 

知様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増し、語

彙を豊かにしている。（１）オ 

３課題追究 
行動や性格に関わる語
句から、中心人物の人物
像を捉える。 

①人物像が分かる叙述に
サイドラインを引き、
書き込みをする。 

②気付いたことを交流す
る。 

③「ひとりぼっち」という
言葉がもつ意味や印象
について話し合う。 

④場面から感じる感想を
意識しながら振り返り
をする。（根拠となる文
章には赤線を引く。） 

【着目させたい表現】 
ひとりぼっちの小ぎつね 
しだのいっぱいしげった 
森の中、昼でも夜でも、 
いたずらばかり、村へ出 
てきて 

〇昼でも夜でも村に出て
きていたずらばかりす

る、悪いきつね。 
〇ごんはひとりぼっちで
さみしいから、いたず

らをして村人と仲良く
なりたいと思ってる。 

〇しだのいっぱいしげっ

た森の中のあなのなか
にひとりぼっちで住ん
でいるから、さみしい

し、つまらない。だか
ら村に出てきていたず
らをするんだよ。 

〇「一人」じゃなくて、
「ひとりぼっち」だか
ら、本当にさみしい。 

〇ごんは、ひとりぼっち
だから、自分のことを
知って欲しいし、一緒

にいたい。 

４課題追究 

中心人物の心情を捉え
る。 

①ごんの心情が分かる叙
述にサイドラインを引
き、書き込みをする。 

②気付いたことについて、
グループや学級全体で
共有する。 

③場面から感じる感想を
意識しながら振り返り
をする。（根拠となる文

章には赤線を引く。） 
【着目させたい表現】 
はい出る、そうっと、び

っくりして飛び上がり、
横っ飛びに飛び出して、
ほっとして、葉の上に 

①ごんの心情が分かる叙

述にサイドラインを引
き、書き込みをする。 

②気付いたことについて、

グループや学級全体で
共有する。 

③場面から感じる感想を

意識しながら振り返り
をする。（根拠となる文
章には赤線を引く。） 

【着目させたい表現】 
のび上がって、ひがん花、
ふみ折る、「言ったにちが

いない」「あんないたずら
をしなけりゃよかった」 

５課題追究 

中心人物の心情を捉え
る。 

 

〇兵十の様子がいつもと

違うことに気付いたか
ら、ごんはふだんから村
人をよく見ている。 

〇この場面は色がたくさ
ん出てきている。 

〇「彼岸花がふみ折られ

て」という表現から、
「死」が連想できる。 

〇村の様子がいつもと違

うから気になっている。 
〇ごんは、わざわざ村の墓
地まで行って確認した

り、のび上がって見たり
するぐらいだから、誰の
葬式か気になっている。 

〇本当は違うんだけど、兵
十のおっかあが死んだ
のは自分がうなぎをぬ

すんだせいだと思い込
んで後悔している。 

①ごんの心情が分かる叙述
にサイドラインを引き、書
き込みをする。 

②気付いたことについて、グ
ループや学級全体で共有
する。 

③場面から感じる感想を意
識しながら振り返りをす
る。（根拠となる文章には
赤線を引く。） 

【着目させたい表現】 
「おれと同じ、ひとりぼっち
の兵十か」投げ込んで、つぐ
ないにまず一ついいことを
した、「かわいそうに」「あん
なきずまで」次の日も、その
次の日も 

６課題追究（本時） 

中心人物の心情や行動の
変化を捉える。

①ごんや兵十の心情が分か
る叙述にサイドラインを
引き、書き込みをする。 

②気付いたことについて、
グループや学級全体で共
有する。 

③場面から感じる感想を意
識しながら振り返りをす
る。（根拠となる文章には
赤線を引く。） 

【着目させたい表現】 
その明くる日も、うらぐち
からこっそり、ばたりと倒
れ、土間にくりが固めてお
いてある、ぐったりと目を
つぶったまま、ばたりと 

10 考えの形成 

自分の考える「ごん
ぎつね」をまとめる。 
 
①作品に対する感想
と、その理由に着目

し、作品全体を読み
返し、気付いたこと
をまとめる。 

11 考えの共有 

自分の考える「ごんぎ
つね」を交流する。 

①話し合いを基に、どの叙
述から自分がどう感じた
のか、説明する文章を書

く。 
②学習を振り返り、学んだ
ことをまとめる。 

 

12 まとめ 
単元の学習を振り返り、
学習内容や今後の物語文
の学習について考える。

〇最初に感じたことにつ
いて、「ごんぎつね」を

勉強してからその理由
を考えたから、何で自
分がそう感じたのかが

明確になった。 
〇「悲しい」とか「かわい
そう」とか感じたのに

は理由があった。私た
ちがそう思うように新
見南吉さんがいろいろ

なしかけをしていた。 
〇最初は「ひとりぼっち
の小ぎつね」ってスラ

っと読んでいたけど、
実は奥が深かった。何
気ない言葉でも、物語

に大きく影響する言葉
があると分かった。こ
れからは、もう少し意

識して読んでいきた
い。 

思・判・表 C（１）オ 

主体的 

７、８課題追究 

中心人物の心情や行動の変
化を捉える。 

 

 

 

９課題追究 

中心人物や対人物の心情
の変化を捉える。 

 

 

 

①ごんの心情が分かる叙述に
サイドラインを引き、書き
込みをする。 

②気付いたことについて、グ
ループや学級全体で共有す
る。 

③場面から感じる感想を意識
しながら振り返りをする。
（根拠となる文章には赤線
を引く。） 

【着目させたい表現】 
ぶらぶら遊びに出かけ、じっ
として、二人のあとをつけて、
小さくなって立ち止まり、井
戸のそばにしゃがんで、かげ
ぼうしをふみふみ、「つまらな
いなあ」「おれは引き合わない
なあ」 
 
 

①同じ視点で感想を書

いた児童と意見交流
する。 

②異なる視点で感想を

書いた児童と意見交
流する。 

③交流で新たに気付い

たことを書き加える。 

〇ずっと穴の中にい
て、さみしかった。 

〇ようやく穴から出ら

れた。やったー。 
〇３日間ずっと雨で村
に行っていなかった

けど、みんなどうし
ているかな。 

〇見つかったらまず

い。そうっと、じっと
見てよう。 

〇兵十に捕まったら殺

される。とにかく急
いで逃げよう。 

〇３日も穴の中にい

て、ひとりぼっちだ
ったから、ちょっと
いたずらをしたかっ

ただよだけ。うなぎ
を盗もうとは思って
いないんだよ。 

〇ごんは、兵十のことを自
分と同じひとりぼっち
だと思って、勝手に仲間

だと思っている。 
〇ごんは、兵十のおっかあ
を死なせたからつぐな

いをしないといけない
と思っている。 

〇ごんは、兵十のおっかあ

を死なせたと思い込ん
でいるから、自分と同じ
一人ぼっちの兵十を助

けたい。だからつぐない
をしている。 

〇兵十を助けたくていわ

しを投げ込んだけど、殴
られたと知ったから、自
分で栗や松茸を拾って

持って行った。そのぐら
い兵十への思いが強い。 

○兵十と加助がおれのくり

の話をしている。兵十は
だれが持って行っている
か気付いているのかな？

付いて行ってみよう。 
〇きっと帰りも続きの話を
するだろう。お念仏が終

わるまで待っていよう。 
○もっと二人の話を聞きた
いな。もうちょっとだけ

近付いて聞いてみよう。 
○なんだ、おれが持って行
ってるって気付いてない

のか。しょうがないなあ。 
○加助、神様じゃないよ、お
れが持って行っているん

だよ。神様がめぐんでる
なんて言われたら、おれ
は引き合わないよ。兵十、

おれだよ、ごんだよ、気付
いてくれよ。 

〇ごんが「優しい」と思ったのは、加助に神
様からのめぐみだと言われた次の日も「引
き合わない」と思っているのに栗を持って
行ったからだと気付いた。 

○ごんが毎日つぐないをしてたのに、兵十に
分かってもらえてなくて撃たれてしまう
から「かわいそう」って思ったんだと思う。 

○ごんは兵十のうなぎをとったからおっか
あが死んだと思い込んでつぐないを始め
たけど、そのつぐないが兵十にうまく伝わ
らなかったから「悲しい」って思ったんだ
と分かった。 

〇兵十はひどいと思っていたけど、栗を持っ
てきているのがごんだと撃つまで知らな
かったから、仕方ない。 

〇ごんは村人にいたずらばかりしていたん
だから撃たれても「自業自得」。でも、ごん
はひとりぼっちで、おっかあが死んだ兵十
もひとりぼっちになったと思ったからご
んは栗や松茸を持って行ったことが分か
ったし、ごんはつぐないを始めてからいた
ずらをしなくなった。いたずらをやめたこ
とが伝わっていれば、感じ方は違うかも。 

 

 

 （１）オ 語彙 性質
や役割による語句の
まとまり 

〇動きや様子、主述関
係、修飾関係が読み
取れることを理解

し、活用すること。 
 

〇栗を持って行ってたの

は神様じゃなくて、お
れだってようやく伝わ
った。よかった。 

〇兵十が気付いてくれた
からそれでいいや。 

〇兵十に撃たれたけど、

神様じゃなくておれだ
って分かってもらえた
から十分だ。 

〇いたずらぎつねが悪さ
をしに来たな。今日こ
そこらしめてやる。 

〇栗を持ってきたのはお
前だったのか。どうし
ておれなんかに。 

○ごん、お前が栗を持っ
てきてくれていたの
か。もっと早く気付け

ばよかった。そうした
ら撃たなかったのに。 

主進んで場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を具体的
に想像し、学習課題に沿って
中心人物の思いや考えを表現
しようとしている。 

主進んで場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を具体
的に想像し、学習課題に沿
って中心人物の思いや考え
を表現しようとしている。 

主進んで場面の様子に着目
して、登場人物の行動を
具体的に想像し、学習課
題に沿って中心人物の思
いや考えを表現しようと
している。 

思「読むこと」において、文章を 
読んで感じたことや考えたこ 
とを共有し、一人一人の感じ方 
などに違いがあることに気付 
いている。C（１）カ 

知・技（２）ア 
思・判・表 C（１）オ 

主体的 

〇毎日くりを届けるごんの行動が次第に大胆になっていくことや、兵十と加助の話を

聞こうと近付くごんの様子、落胆しながらも贈物を続けることに着目し、ごんの気
持ちの高まりや変容に気付いている。 

 

 

〇交流を生かして、自

分の学びを振り返
っている。 

〇感想の根拠となる叙述

や言葉を基に互いの感
想を交流し、その異同
を探している。 

＜語句をより理解する 5 つの方策＞ 
「なかったら（有無）」 
「べつの言い方（言い換え）」 
「やってみよう（動作化）」 
「思い出そう（経験の想起）」 
「意味は何（辞書的意味）」 


